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(57)【要約】
【課題】環状の上段バーナ部５と、上段バーナ部５の下
方に配置される、上段バーナ部５と同心の環状の下段バ
ーナ部６とを備えるコンロ用バーナであって、上段バー
ナ部５と下段バーナ部６は、夫々、内周部に径方向内方
に向けて開口する炎口５１，６１を周方向の間隔を存し
て複数有する内炎式バーナで構成されるものにおいて、
下段バーナ部６の燃焼炎の燃焼炎と上段バーナ部５の燃
焼炎との干渉を抑制できるようにする。
【解決手段】下段バーナ部６の炎口６１を、径方向内方
に向けて下方に傾斜した方向に開口させる。好ましくは
、下段バーナ６の炎口６１からの混合気の噴出箇所に向
けて上段バーナ部５と下段バーナ部６との間の空隙７か
ら供給される燃焼用二次空気の流れに下向きの方向成分
を与える二次空気ガイド８を設ける。
【選択図】図２



(2) JP 2020-94715 A 2020.6.18

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
　環状の上段バーナ部と、上段バーナ部の下方に配置される、上段バーナ部と同心の環状
の下段バーナ部とを備えるコンロ用バーナであって、
　上段バーナ部と下段バーナ部は、夫々、内周部に径方向内方に向けて開口する炎口を周
方向の間隔を存して複数有する内炎式バーナで構成されるものにおいて、
　下段バーナ部の炎口は、径方向内方に向けて下方に傾斜した方向に開口していることを
特徴とするコンロ用バーナ。
【請求項２】
　前記上段バーナ部と前記下段バーナ部との間に空隙が設けられ、この空隙を通過した空
気の少なくとも一部が下段バーナ部の前記炎口からの混合気の噴出箇所に燃焼用二次空気
として供給されると共に、この混合気の噴出箇所に向けて前記空隙から供給される燃焼用
二次空気の流れに下向きの方向成分を与える二次空気ガイドが設けられることを特徴とす
る請求項１記載のコンロ用バーナ。
【請求項３】
　前記上段バーナ部の底壁部の内周部に、上段バーナ部の前記炎口の下端よりも径方向内
方に張り出す張り出し部が設けられていることを特徴とする請求項１又は２記載のコンロ
用バーナ。
【請求項４】
　請求項１～３の何れか１項記載のコンロ用バーナを備えることを特徴とするガスコンロ
。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、環状の上段バーナ部と、上段バーナ部の下方に配置される、上段バーナ部と
同心の環状の下段バーナ部とを備えるコンロ用バーナ並びにこのコンロ用バーナを備える
ガスコンロに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、この種のコンロ用バーナとして、上段バーナ部と下段バーナ部を、夫々、内周部
に径方向内方に向けて開口する炎口を周方向の間隔を存して複数有する内炎式バーナで構
成したものが知られている（例えば、特許文献１参照）。このもので、下段バーナ部の炎
口は、径方向内方に向けて上方に傾斜した方向に開口している。
【０００３】
　上記従来例のコンロ用バーナでは、下段バーナ部の炎口から混合気が斜め上向きに噴出
するため、この混合気の燃焼で生ずる下段バーナ部の燃焼炎が上段バーナ部の燃焼炎に近
付く。そのため、下段バーナ部の燃焼炎と上段バーナ部の燃焼炎との干渉を生じて、燃焼
性が悪化しやすくなる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】実開平２－１３３５１５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明は、以上の点に鑑み、内炎式バーナで構成される上下２段のバーナ部を備えるコ
ンロ用バーナであって、下段バーナ部の燃焼炎と上段バーナ部の燃焼炎との干渉を抑制で
きるようにしたものを提供することをその課題としている。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
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　上記課題を解決するために、本発明は、環状の上段バーナ部と、上段バーナ部の下方に
配置される、上段バーナ部と同心の環状の下段バーナ部とを備えるコンロ用バーナであっ
て、上段バーナ部と下段バーナ部は、夫々、内周部に径方向内方に向けて開口する炎口を
周方向の間隔を存して複数有する内炎式バーナで構成されるものにおいて、下段バーナ部
の炎口は、径方向内方に向けて下方に傾斜した方向に開口していることを特徴とする。ま
た、本発明のガスコンロは、上記本発明のコンロ用バーナを備えることを特徴とする。
【０００７】
　本発明のコンロ用バーナによれば、下段バーナ部の炎口から混合気が斜め下向きに噴出
するため、この混合気の燃焼で形成される下段バーナ部の燃焼炎の位置が下方にずれて上
段バーナ部の燃焼炎から遠ざかる。そのため、下段バーナ部の燃焼炎と上段バーナ部の燃
焼炎との干渉を抑制でき、燃焼性が良好になる。
【０００８】
　また、本発明においては、上段バーナ部と下段バーナ部との間に空隙が設けられ、この
空隙を通過した空気の少なくとも一部が下段バーナ部の炎口からの混合気の噴出箇所に燃
焼用二次空気として供給されると共に、この混合気の噴出箇所に向けて上記空隙から供給
される燃焼用二次空気の流れに下向きの方向成分を与える二次空気ガイドが設けられるこ
とが望ましい。これによれば、下段バーナ部の燃焼炎がより下向きとなって、下段バーナ
部の燃焼炎と上段バーナ部の燃焼炎との干渉をより確実に抑制できる。
【０００９】
　また、本発明においては、上段バーナ部の底壁部の内周部に、上段バーナ部の炎口の下
端よりも径方向内方に張り出す張り出し部を設けることが望ましい。これによれば、上段
バーナ部の燃焼炎が下方に膨らむことを抑制でき、下段バーナ部の燃焼炎と上段バーナ部
の燃焼炎との干渉防止に役立つ。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】本発明の実施形態のコンロ用バーナを備えるガスコンロの要部の斜視図。
【図２】図１のＩＩ－ＩＩ線で切断した断面図。
【図３】図２のＩＩＩ－ＩＩＩ線で切断した切断平面図。
【図４】図２のＩＶ－ＩＶ線で切断した切断平面図。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　図１、図２を参照して、１は、ガスコンロのコンロ本体、２は、コンロ本体１の上面を
覆う天板である。ガスコンロには、天板２に開設したバーナ用開口２１に臨ませて、天板
２上の五徳３に載せる鍋等の調理容器を加熱するコンロ用バーナ４が設けられている。五
徳３は、環状の五徳枠３１と、五徳枠３１に固定した複数の五徳爪３２とを有している。
また、天板２上には、バーナ用開口２１内のコンロ用バーナ４との間の隙間を上方から覆
うバーナリング２２が載置されている。更に、コンロ本体１内には、コンロ用バーナ４で
囲われる中央空間を通して落下する煮こぼれ汁を受ける汁受１１が設けられている。尚、
五徳枠３１は、バーナリング２２及び後述する上段バーナ部５を上方から覆う形状に形成
されている。
【００１２】
　コンロ用バーナ４は、環状の上段バーナ部５と、上段バーナ部５の下方に配置される、
上段バーナ部５と同心の環状の下段バーナ部６とを備えている。上段バーナ部５と下段バ
ーナ部６は、夫々、内周部に径方向内方に向けて開口する炎口５１，６１を周方向の間隔
を存して複数有する内炎式バーナで構成されている。以下、上段バーナ部５と下段バーナ
部６について詳述する。
【００１３】
　上段バーナ部５は、板金製の底壁部５２と、底壁部５２の外周部に対する接合部から上
方に立ち上がる板金製の外周壁部５３と、外周壁部５３の上端部に径方向内方に張り出す
ように固定される鋳物製の上壁部５４と、上壁部５４と底壁部５２との間の隙間を閉塞す
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るようにして底壁部５２に着脱自在に載置される内周部のバーナヘッド５５とで構成され
ている。バーナヘッド５５には、その下面から上方に凹入する炎口５１となる溝が周方向
の間隔を存して複数形成されている。そして、バーナヘッド５５を底壁部５２に載置する
ことで、溝の下面が底壁部５２により閉塞され、底壁部５２とバーナヘッド５５との間に
炎口５１が画成されるようにしている。尚、図３に示す如く、炎口５１は、周方向一方へ
の傾き角を持って径方向内方に開口している。これにより、上段バーナ部５の燃焼炎が周
方向一方に旋回し、調理容器の加熱効率が向上する。
【００１４】
　また、上段バーナ部５の底壁部５２の内周部には、炎口５１の下端よりも径方向内方に
張り出す張り出し部５２ａが設けられている。更に、この張り出し部５２ａから下方にの
びる後述する二次空気ガイド８が底壁部５２に一体に形成されている。
【００１５】
　下段バーナ部６は、内周側に上方に立ち上がって径方向内方に張り出すフランジ部６２
ａが形成された板金製の底壁部６２と、底壁部６２の外周部に対する接合部から上方に立
ち上がって径方向内方にのびるフランジ部６３ａが形成された板金製の上壁部６３とで構
成されている。そして、底壁部６２のフランジ部６２ａと上壁部６３のフランジ部６３ａ
とを接合すると共に、底壁部６２のフランジ部６２ａと上壁部６３のフランジ部６３ａと
に、下方に凸のビード６２ｂと上方に凸のビード６３ｂとを周方向に位置をずらして複数
形成し、これらビード６２ｂ，６３ｂ内の空隙で炎口６１を構成している。尚、図４に示
す如く、炎口６１も、上段バーナ部５の炎口５１と同様に周方向一方への傾き角を持って
径方向内方に開口しており、下段バーナ部６の燃焼炎も周方向一方に旋回する。
【００１６】
　また、下段バーナ部６は、手が届きにくく清掃しづらい。そこで、上段バーナ部５の底
壁部５２の内径Ｄ１（二次空気ガイド８の下端部の径）を、下段バーナ部６の炎口６１が
開口する内周部の径Ｄ２以下にしている。これによれば、下段バーナ部６の炎口６１が開
口する内周部は、上方から見て上段バーナ部５の底壁部５２の下に隠れる。そのため、調
理容器の底面を伝って滴下する煮こぼれ汁が下段バーナ部６の炎口６１に付着することを
防止できる。
【００１７】
　上段バーナ５と下段バーナ部６には図外の各別の混合管を介して混合気が供給される。
そして、図示省略した火力調節用の操作子の操作で、下段バーナ部６のみを最小火力で燃
焼させるとろ火から下段バーナ部６と上段バーナ部５を夫々最大火力で燃焼させる強火ま
での範囲でコンロ用バーナ４の火力調節を行うようにしている。尚、とろ火での調理容器
の加熱量を可及的に減少できるように、下段バーナ部６の最小火力は上段バーナ部５の最
小火力より小さく設定されている。更に、下段バーナ部６に近い汁受１１の加熱を抑制し
て、汁受１１への煮こぼれ汁の焼き付きを防止できるように、下段バーナ部６の最大火力
も上段バーナ部５の最大火力より小さく設定されている。
【００１８】
　ところで、下段バーナ部６の燃焼炎と上段バーナ部５の燃焼炎とが干渉すると燃焼性が
悪化する。そこで、本実施形態では、下段バーナ部６の炎口６１を、径方向内方に向けて
下方に傾斜した方向に開口させている。これによれば、下段バーナ部６の炎口６１から混
合気が斜め下向きに噴出するため、この混合気の燃焼で形成される下段バーナ部６の燃焼
炎の位置が下方にずれて上段バーナ部５の燃焼炎から遠ざかる。そのため、下段バーナ部
６の燃焼炎と上段バーナ部５の燃焼炎との干渉を抑制でき、燃焼性が良好になる。
【００１９】
　また、上段バーナ部５と下段バーナ部６との間に空隙７を設け、この空隙７を通過した
空気の少なくとも一部（本実施形態では全部）が下段バーナ６の炎口６１からの混合気の
噴出箇所に燃焼用二次空気として供給されるようにしている。更に、本実施形態では、上
段バーナ部５の底壁部５２の張り出し部５２ａから下方にのびる筒状の二次空気ガイド８
を設け、下段バーナ６の炎口６１からの混合気の噴出箇所に向けて上記空隙７から供給さ
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にしている。これによれば、下段バーナ部６の燃焼炎がより下向きとなって、下段バーナ
部６の燃焼炎と上段バーナ部５の燃焼炎との干渉をより確実に抑制することができる。
【００２０】
　また、本実施形態では、上段バーナ部５の底壁部５２の内周部に、上記の如く炎口５１
の下端よりも径方向内方に張り出す張り出し部５２ａを設けている。これによれば、上段
バーナ部５の燃焼炎が下方に膨らむことを抑制でき、下段バーナ部６の燃焼炎と上段バー
ナ部５の燃焼炎との干渉防止に役立つ。
【００２１】
　以上、本発明の実施形態について図面を参照して説明したが、本発明はこれに限定され
ない。例えば、上記実施形態では、上段バーナ部５の底壁部５２に二次空気ガイド８を一
体に形成しているが、上段バーナ部５とは別体の二次空気ガイド８を下段バーナ部６の上
側に設けることも可能である。また、上記実施形態では、上段バーナ部５の底壁部５２を
板金製としているが、これを鋳物製とすることも可能である。この場合、底壁部５２の張
り出し部５２ａより内側部分に環状壁を立設し、この環状壁に炎口５１となる溝を形成し
て、環状壁の上面に着座するようにバーナヘッド５５を設けてもよい。
【符号の説明】
【００２２】
　４…コンロ用バーナ、５…上段バーナ部、５１…炎口、５２…底壁部、５２ａ…張り出
し部、６…下段バーナ部、６１…炎口、７…空隙、８…二次空気ガイド。

【図１】 【図２】
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